
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

757 

Phono Preamplifier 

製品資料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力系統 MC,MM,TAPE×2（XLR＆RCA） 

DS AUDIO 光カートリッジ×1（RCA） 

出力系統 XLR×2、 RCA×1 

入力インピーダンス MC：10 Ω – 1,270 Ω、MM：47 kΩ、 

Tape head：20 kΩ - 100 kΩ 

周波数特性 0Hz ～ 2,000,000Hz（2MHz） 

S/N 比 110dB 以上 

チャンネル・セパレーション 100dB 以上 

コモンモード・リジェクション比 100dB 以上 

出力インピーダンス 0.8Ω(XLR)、0.4Ω(RCA) 

ゲイン調整幅 -39dB～80dB, MUTE 

入力インピーダンス MC：10 Ω – 1,270 Ω、MM：47 kΩ、 

Tape head：20 kΩ - 100 kΩ 

ゲイン・ディエンファシス曲線 ・レコード：RIAA、DECCA、COLUMBIA、

LONDON、TELDEC、NARTB 

・テープ：IEC2-30ips、IEC1-15ips、IEC1-7.5ips、 

NAB-15ips、NAB-7.5ips 

消費電力 動作時 60W, スタンバイ時 1W 以下 

外形寸法 W480 × D450 ×H167mm 

重量 28kg 

※仕様および外観は、改良のため予告なく変更されることがありますのでご了承ください。 

Specifications 
Soulution について 

1956 年にスイスのドゥリケンで設立された 

シ ュ ペ モ ッ ト 社 の オ ー デ ィ オ ブ ラ ン ド

“Soulution(ソウリューション)”。 

シュペモット社は自動車の電気工学部品およ

び電機モーターの設計・製造をしており、様々

な顧客や用途に合わせてオーダーメイドで要

望に応える事で、高い評価と優れた実績を持っ

ています。 

長年蓄積したノウハウを投入して 2000 年に 

創始したハイエンド・オーディオ・ブランドで

あ り 、 ブ ラ ン ド 名 は Soul ( 魂  / 情 熱 ) と 

Solution(説明 / 解答)を組み合わせた造語で

す。作り手達のオーディオ機器に対する願いに

「音楽魂の解析」という意味が込められたブラ

ンド名になりました。 

創 設 者 で あ り 開 発 責 任 者 で あ る Cyrill 

Hammer（シリル・ハマー）氏によって生まれ

るその優れた性能・品質は、世界中のハイエン

ド・オーディオファイルから愛好され注目され

続けています。 

 

※弊社の定める日本国内の希望小売価格に配送料は含まれません。 

“757”フォノ・プリアンプは、Pnoho だけでなく Tape などすべてのアナログ・ソースに接続が可能なだけでなく、ノイズ、位相

誤差、コモンモード除去、歪みの点で新しいベンチマークを達成しました。全てのアナログ・ソースの微妙な音の変化、ダイナ

ミクス、音楽性を余す事なく再生し、アナログの可能性を最大限に引き出します。音楽の細部を忠実に再現しながら 3 次元的な

空間表現を可能とし、リスナーには新たなアナログ音楽体験をもたらします。 

ソウリューションの新たな到達点となる、フラッグシップ・フォノプリ

アンプ 

■光カートリッジ対応のフォノ回路 

アナログのような微弱な音楽信号を扱

うフォノ回路において、ノイズは出来

る限り少ない事が理想です。広帯域幅 

(2MHz)で最適なコモンモード除去を

実現する並列の計装アンプにより、極

めて僅かな音楽信号においても、損失

なく伝送をする事が可能となります。 

また同社初となる DS AUDIO（株式会

社デジタルストリーム）の光カートリ

ッジに対応。入力インピーダンスや負

荷容量を細かく調整が可能な事で、多

くのカートリッジやシステム、好みに

合わせて正確に適合させることがで

き、アナログに込められた更なる可能

性を十二分に再生します。 

背面写真 

一般的なフォノ プリアンプは、固定ゲ

インとボリューム・コントロールの組

み合わせで動作します。この場合、始め

に固定ゲインにより信号を高レベルま

で増幅し、次にボリューム・コントロー

ルで信号を希望の再生レベルまで減衰

させることを意味するため、音楽信号

は余計な回路を経由する事となりま

す。本機は、ゲイン・コントロールのみ

での動作としています。任意の音楽試

聴レベルに調整する際は、システムや

環境に応じたゲインにするだけであ

り、入力信号に対して最大限に純度の

高い理想的なアナログ再生を実現とし

ます。 

■最適なゲイン・コントロール 

特に古い録音の場合、正しいディエン

ファシス曲線で再生する事で、レコー

ドに刻み込まれた本来のサウンドを 

堪能する事が出来ます。 

そこで本機は、6 種類のディエンファシ

ス曲線に対応しているだけでなく、 

各ディエンファシス曲線の実測値は、

理想となる各ディエンファシス曲線と

比較し、20 Hz ～ 20 kHz の範囲におい

て僅か+/-0.05dB の偏差を誇ります。 

録音された音源に限りなく忠実な状態

で再生する事が出来ます。 

 

■理想的なディエンファシス・カーブ* 


